




その他のタイトル Psychological study on the effect of visual



























We use IT devices every day, which require to repeat the cycle of seeing information on 
the display, selecting one of the buttons presented on the display, and touching it. The 
cognitive psychological factors which affect the accuracy and speed of performing this 
simple procedure were examined. Results suggest that number of to-be-pushed buttons 
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Reaction Time）課題（Nissen & Bullemer, 
1987）または連続ボタン押し課題（Hikosaka 



































唆する結果を得ている（Hikosaka et al., 
1999）． 
Sakai らは個々のボタン押しに要する時間








し反応時間を 10個の ChTと 10個の MvTに





















































域内に 3.2㎝×3.2 ㎝の正方形が縦に 4個，




































































 再学習において，不正解試行が 30 回連続
した場合，再学習の達成は困難と判断して中
断したため，再学習を達成した系列の数が課









= 3.32, p 
< .005）．なお，再学習を達成できなかった























































































用が有意であった（F(1,14) = 49.1, p < .001, 





（F(1, 14) = 70.9, p < .001, F(1, 14) = 2.78, 
ns）．また，[2×10]課題，[4×5]課題のどち
らにおいても学習の単純主効果が有意であ
った（F(1, 14) = 39.3, p < .001, F(1, 14) 





なかった（F(1, 14) = 1.91, ns, F(1, 14) = 
2.64, ns, F(1, 14) = .905, ns）． 
（３）ボタン押し遂行時間の分析 










が有意であった（F(1, 14) = .346, ns., F(3, 




効果が有意であった（F(3, 12) = 29.3, p 








有意差が見られた（それぞれ，p < .001, p 




（F(1, 14) = 11.7, p < .005, F(1, 14) = 6.46, 
p < .05, F(1, 14) = 12.9, p < .005, F(1, 
14) = .300, ns.）． 
（４）ボタン押しタイミングの分析 
図 6に，原学習および再学習の第 1 ボタン
から第 20 ボタンまでのボタン押し反応時間
の，最終 3試行分の平均値を示す． 
図 6．[2×10]課題と[4×5]課題における 20 回のボタン
押し反応時間 
図 6から，[2×10]課題では第 1，第 3，第
5，…，第 19 番目のボタン押し反応時間に比










































































































= .605, ns., F(1, 14) = 41.1, p < .001, F(1, 




= 41.0, p < .001, F(1, 14) = 27.5, p < .001）．
一方，どちらのタイプにおいても，学習の単
純主効果は有意でなかった（F(1, 14) = 1.99, 
ns, F(1, 14) = 1.87, ns）． 
次に[4×5]課題においては，原学習におけ















有意ではなかった（F(1, 14) = 2.68, ns, F(3, 




と MvT2の間にも有意差が見られ（p < .05），
MvT1と MvT3 の間には有意傾向が見られた（p 
< .09）． 
図 7に，ChT，MvTの平均値のグラフを示す．
[4×5]課題の MvT1 と MvT2 および MvT3 の間
に有意差あるいは有意傾向が見られはした
が，図 7からわかるように MvT1から MvT3は，
ChT に比べるとほぼ同程度の反応時間である．
そこで，MvT1 から MvT3 を平均して MvT とし
て[2×10]課題と[4×5]課題の間で比較する． 
図 7．[2×10]課題（左図）と[4×5]課題（右図）におけ
る ChTと MvT 




14) = 15.4, p < .005, F(1, 14) = .105, ns, 




った（F(1, 14 = 8.73, p < .05, F(1, 14) = 





= 12.9, p < .005, F(1, 14) = 2.45, p < .15）．
また，[2×10]課題において学習の主効果は
有意ではなかったが，[4×5]課題において学
習の主効果が有意であった（F(1, 14) = 1.87, 
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